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② 研究項目 

本研究課題「キラルナノ分子ロッドによる機能の階層的不斉集積と組織化」全般 
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§２．研究実施の概要 
 

本研究では、らせん高分子を機能集積のためのプラットフォームとして利用するナノロッドと見立て、

ナノロッドへの機能団の集積と、ナノロッドのさらなる高次集積に基づいた、階層的な機能集積によ

るボトムアッププロセスを利用した新機能開拓を目指している。本年は、キラルらせん構造の誘起

に関する基礎的な知見を新たに得たほか、不斉触媒としての利用と可視光選択反射膜の開発に

ついて研究を進めた。以下がその主要な研究成果である。 

（１）キラルナノロッドを触媒として用いる不斉合成 

 安価に入手可能な(-)-メントールをキノキサリン環６位と７位に導入したところ、右巻き構造を示し

たのに対し、導入位置を 5,8 位としたところ、左巻き構造を示した。この骨格にジフェニルホスフィノ

ペンダントを導入し、トリクロロシランによるスチレンのパラジウム触媒ヒドロシリル化反応を行ったと

ころ、(-)-メントールを 6,7 位に導入した右巻き配位子が 95%ee の選択性で S 体の生成物を与えた

のに対し、5,8 位に導入した左巻き配位子は 90%ee の選択性で R 体の生成物を与えた。 

 

図 (-)-メントールを側鎖に導入した右巻きおよび左巻きらせん高分子配位子を用

いたパラジウム触媒不斉ヒドロシリル化反応 

（２）キラルナノロッド集積膜の可視光選択反射膜としての利用 
 ３元キノキサリン共重合体から溶媒キャスティングで薄膜を調製した。溶媒アニーリングで用いる２

種類の溶媒の混合比を変化させることにより、可視光の全ての領域にわたって反射波長を変化さ

せることに成功した。また、同様の溶媒効果によって、反射光の円偏光のキラリティーを変換するこ

とにも成功した。この選択反射膜は、可視光の全領域をカバーするとともに、円偏光のキラリティー

を可逆的にスイッチングすることのできる初めての非液晶薄膜である。 
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